
デコンタミネーション証明書および修理メンテナンス依頼書 記入例と価格表

CS-K-101-T02-01 / 2024-10 Language version JP Page 1 / 5 

デコンタミネーション証明書および修理メンテナンス依頼書ご記入時の注意 

> 本サービスの受付には、お客様のご所属名・ご部署名・ご担当者名・ご住所・お電話番号・メールアドレスが必要です。必ず正式名称で

ご記入ください。 

> 各項目のご記入後、1～2 ページ目を A4 用紙で印刷し、お客様のご署名後に依頼品に添えてお送り下さい。本数が 4 本以上の場合は、一

旦クリアしていただいた後に再度 2 枚目ピペット情報ページに 4 本目以降の情報を記入して印刷してください。依頼品は必ずビニール袋

等で密閉した状態でお送りください。その際、本用紙は依頼品と同じ袋には入れないようにご注意ください。本依頼書及び依頼品の到着

を以て受付日とさせていただきます。 

> 保証期間にかかわらず、検定・JCSS 校正は有償となります。また保証期間内であっても保証適用対象外の修理や精度検査（容量チェッ

ク）に関しましては有償扱いとさせていただきます。 

> JCSS 校正の対象ピペットは、マニュアルおよび電動のシングル・マルチチャンネルピペット（4ch～ 12ch）となります。公称容量 10µL 以

下のマルチチャンネルピペットおよび連続分注器は JCSS 校正対象外となりますのでご注意ください。 

> 検定のみ、および JCSS 校正のみメニューの場合、秤量データを取ることが不可能な場合（チップが取付できない、リークが激しい、容量

設定が不可能等）は、キャンセル扱いとして返却させていただくことがございます。予めご了承ください。 

> 受付時検定（JCSS 校正）結果お知らせサービスは、ご記入いただいたご連絡先に受付時検定（JCSS 校正）の結果をお知らせするサービス

です。ご回答をいただくまで、修理・メンテナンスを保留いたします。結果のご連絡から 10 営業日以内にご回答がない場合は、お預か

りしているピペットを返却させていただきます。また、ご請求金額も変わりますので、ご了承ください。 

> 修理メンテナンスサービス定額制プログラムにより、修理基本料金にパーツ代金も全て含まれています。従いまして、事前のお見積りの

提示は行っておりません。ただし弊社が修理不可能と判断したピペットに関しましては、その旨をご案内の上、下取り金額をご提示いた

します。下取りせずそのまま返却、もしくは下取り金額による新品購入のどちらかをお選びください。修理可能の場合の連絡は致しませ

ん。 

> ピペット検査成績書および JCSS 校正証明書の再発行には、1 データにつき既定の手数料（別途料金表をご参照ください）を申し受けま

す。（JCSS 校正に関する書類の再発行は書類の差し替えとなりますので、旧書類は弊社への返却が必要となります。） 

> ピペットの修理時にパーツ交換を行った場合、交換した古いパーツは修理品に添付してご返却いたします。弊社にて廃棄をご希望の場合

は、備考欄にその旨ご記入ください。 

本証明書の記入につきましては、次ページの「デコンタミネーション証明書および修理メンテナンス依頼書の記入例」をご参照ください。
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「デコンタミネーション証明書および修理メンテナンス依頼書の記入例」 

> 必ず全ての項目を漏れなく記入してください。

> ご所属名等は正式名称での記載をお願いいたします。

> ご使用されている施設のバイオセーフティレベルに☑を入れ

てください。

> 危険物質や病原体等の使用の有無、および汚染の除去方法を

記入してください。

> 汚染除去方法につきましては、弊社 Web ページに記載の

「汚染除去の方法について」をご参照ください。

> 送付物が確実に汚染除去されていることをご確認の上、☑を

お願いいたします。

> 必ず、ご担当者様自筆署名、ご所属名、署名日をご記入くだ

さい。
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1.  ピペットの製品カテゴリーを選択

2.  シリアル No.を入力

3.  製品名を選択

4.  サービス内容を選択

5.  必要なオプションを選択

6.  必要に応じて症状やコメントを記入

7.  最後に右下の「確認」ボタンを押すと、下の「ご注文エリ

ア」に内容と、金額が転記されます。

> 内容に誤りがある場合は、右の「取消し/削除」ボタンを押

すと、内容がクリアされます。

> ピペットの登録は同時に 3 本まで可能です。4 本以上の場合

は、一旦ファイルを保存もしくはプリントアウトしたのち

に、注文 1~3 を全て取消ししていただき、再度入力をお願

いいたします。

> 合計金額はそのシートに記載しているピペット 3 本分の金額

になります。4 本目以降は、再度入力後にご確認の上、ご自

身で加算いただきますようお願いいたします。

> こちらはお客様が上記をご記入後、代理店様にご記入いただ

きます。

> 弊社直接お取引代理店様のみご記入ください。また、完了品

の送り先なども弊社直接お取引代理店様のみご指定可能です

ので、お間違いの無きようお願いいたします。

> 代理店様からのご要望等がございましたら、左下の備考欄に

ご記入をお願いいたします。

> チェックリストをご参考いただき、内容物に過不足が無いこ

とをご確認の上、弊社までご送付くださいますよう、お願い

申し上げます。
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ピペットサービスプラン料金表 
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精度検査および JCSS 校正の内容について

弊社にて実施するピペット精度検査および JCSS 校正は、ISO8655-6 に基づく衡量法を用いて実施いたします。 

精度検査・JCSS 校正では、以下のポイントにつき各 10 回の測定を行い、評価を行います 

容量検定（弊社独自基準に基づく適合性判定を行います） 

■ 容量固定ピペット（シングルチャンネル）：計 10 測定 

公称容量（1 ポイント） 

■ 容量可変ピペット・電動ピペット（シングルチャンネル）：計 30 測定 

公称容量の 10%もしくは最小設定可能容量のうち大きいほう 

公称容量の 50% 

公称容量の 100% 

■ 容量可変マルチチャンネルピペット・電動マルチチャンネルピペット, 8-ch/12ch 

（全チャンネル同時測定）：計 240/360 測定 

公称容量の 10%もしくは最小設定可能容量のうち大きいほう 

公称容量の 50% 

公称容量の 100% 

■ 容量可変マルチチャンネルピペット・電動マルチチャンネルピペット, 16-ch/24ch 

（8 チャンネルもしくは 12 チャンネルの全チャンネル同時測定×2 回）：計 480/720 測定 

公称容量の 10%もしくは最小設定可能容量のうち大きいほう 

公称容量の 50% 

公称容量の 100% 

JCSS 校正（弊社校正マニュアル EQM-M7000 に準拠した校正） 

■ 容量固定ピペット（シングルチャンネル）：計 10 測定 

公称容量（1 ポイント） 

■ 容量可変ピペット（シングルチャンネル）：計 30 測定 

公称容量の 10%もしくは最小設定可能容量のうち大きいほう 

公称容量の 50% 

公称容量の 100% 

■ 容量可変マルチチャンネルピペット・電動マルチチャンネルピペット, 8-ch/12ch 

（全チャンネル同時測定）：計 240/360 測定 

公称容量の 10%もしくは最小設定可能容量のうち大きいほう 

公称容量の 50% 

公称容量の 100% 

※ JCSS 校正証明書には、弊社独自基準に基づく適合性判定は含まれません。 

”容量検定”の計算方法による適合性判定は別途添付されますが、JCSS 校正結果とは無関係です。予めご了承ください。 




